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令和３年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その３ 

令和３年９月15日（水） 

                                           

（午前10時５分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番14、15番 中本君。 

〔15番（中本正人君）登壇〕 

○15番（中本正人君）それでは、今定例会最

後の質問者として、通告に従い一般質問をさ

せていただきたいと思います。 

 市長の出馬表明の後ということで、やりに

くいなと思っていましたけども、議長の計ら

いで休憩を取っていただいたということで、

本当に助かりました。 

 気分を一新して、今回は本市の観光、そし

て、いきいきルームの２項目について質問し

たいと思います。 

 １項目めといたしまして、橋本市の観光に

ついて。 

 橋本市の観光名所、観光地を問われたとき

に、すぐに名所が浮かんでこないということ

です。市のホームページを探しても、「橋本市

の観光ガイド」のパンフレット配布は現在行

われていません。別冊子で、「はしもとまん福

なび」があり、宿泊施設、飲食スポット、土

産物店等が記載されており便利ですが、市外

から来られた方には、詳細な地図がなく、心

もとないと思います。 

 本市として、橋本市の観光についてどのよ

うに考えているのかを伺いたいと思います。 

 ２項目めとしまして、いきいきルームにつ

いてお伺いします。 

 いきいきルームは、運動器具を使用した生

活習慣病予防及び一般介護予防事業を実施し、

市民の健康寿命の延伸を図るための施設とし

て開設されました。開館は月曜日から土曜日

で、完全予約制で多くの利用者でにぎわって

います。県下の自治体で委託契約で運営して

いるのは橋本市だけであります。 

 市民にとって好評の施設です。市民の要望

として、制限人数の拡大、拡張があります。

いきいきルームの今後の運営についてどのよ

うに考えているのか、お伺いしたいと思いま

す。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君の質問項

目１、橋本市の観光に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）橋本市の観光

についてお答えします。 

 まず、本市は、関西空港や都市部からのア

クセスが容易である立地条件に加え、豊かな

自然、歴史、文化に育まれた観光資源を有し

ています。世界遺産黒河道、日本遺産葛城修

験、やどり温泉いやしの湯など魅力的な観光

資源があります。 

 本市は奈良市や京都市のように、いわゆる

観光地としてＰＲできるまちではありません

が、それでも、神野々緑地、橋本市運動公園、

県立橋本体育館、玉川峡、隠れ谷池、やっち

ょん広場等も含め、79か所を対象に実施した

観光客動態調査によると、市内外から約98万

人が調査対象箇所を訪れています。 

 第２次橋本市長期総合計画では10年後の姿

として、「国内外から観光客を呼び込み、自然、

歴史、高野山麓で育まれた特色ある農商工文

化（農業体験・美食、多彩な物産、伝統的工

芸品）を満喫できるまちとなっています。ま

た、地域に合った観光づくりとして、地域住

民、事業者、団体等と連携することで、訪れ
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る人々が満足し、地域の活性化につながる観

光のまちづくりが進んでいます」と示してい

ます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響は今後も

続くと予想される中、コロナ前と同じ考え方

では観光客のニーズに応えられないと考えま

す。橋本市の観光ガイドを例にとっても、デ

ジタル化が進む中、今後、紙媒体も含め、ど

のような媒体を使い情報の発信を行えば求め

る情報が提供できるかなどを検討していく必

要があります。 

 また、観光をキーワードに、地域の稼ぐ力

を高めていくには、ＤＭＯが取り組んでいる

観光客のニーズの高い地域資源を活用した体

験型観光など幅広く構築し、市固有の文化を

生かしつつ近隣の自治体と一体的に地域の魅

力を情報発信することにより集客を図り、地

域内での観光消費額を増加させる仕組みを具

体化していく必要があります。 

 今後とも、観光市場のニーズやターゲット

層を的確に把握し、関係者が連携・協働しな

がら取り組んでいきますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君、再質問

ありますか。 

 15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございまし

た。私も先ほど壇上でも言わせていただきま

したが、先輩から「橋本市に観光地ってある

のかな、どこかな」と聞かれたときに、私は

即答できなかったということです。そこで、

じゃ、いっぺん当局の意見を聞いてみようと

思い、今回になったということです。 

 確かに、部長の答弁としても、しんどい答

弁やったなというふうには私も感じます。し

かし、私としても実際のところ、本市として

観光に力を入れているのかな、どうかなとい

うことについては、ちょっと寂しい気もせん

でもありません。 

 先ほどの答弁の中にもありましたように、

確かに観光地とは言えないとは思いますけど

も、世界遺産の黒河道、やどり温泉、葛城修

験ですか、等々は観光地とは言えなくても観

光地候補というんですか、観光資源というの

なら分かりますけども、その後の中で、橋本

市運動公園とか県立体育館。 

 玉川峡は分かります。やどり温泉とか、こ

ういうのも観光に入るのかなと思い、私もこ

の質問するにあたって、観光地というのは誰

しもが思う、やっぱり京都や奈良のイメージ

でありますけども、観光といったらどんなん

かなということで、私もこんな、久しぶりに

辞典を開いてみました。そして、広辞苑も見

ました。 

 そうしたら、辞典では、よその土地へ行っ

て風景などを見物すると。そして、広辞苑で

は、他の土地を視察して、そして、その風光

を見物すると。内容は同じようなものだと思

います。そういう中で、ただ今の部長が言わ

れた運動公園とか、もう一つ分かりにくいな

というふうに思ったわけです。 

 そして、話は変わりますけども、黒河道に

しても、私はちょっと友達３人ほどに聞いて

みました。そうしたら、確かに黒河道という

のは聞いたことがあると。しかし、どこにあ

るんやろなということで、３人ともそうでし

た。知っているのは、私の友達やから知って

いると思いました。しかし、場所までは知ら

ないということです。 

 そうしたら、考えたら、橋本市民において、

世界遺産でもある橋本市の黒河道をどれだけ

の方が知っているのかなと思うと、不安であ

ります。高齢者の皆さんであればある程度は

知ってくれているとは思いますけども、まし

て、50代以下の人で、特に若い人たちが果た

してどのぐらい知っていてくれるのかなと思
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うと、何か寂しい、何か宝の持ち腐れのよう

に私は思います。そういうことからも、やは

り観光というものに対して本市は力を入れて

いくべきだと私は思いました。 

 細かい点につきましてはまた後で聞きます

けども、先ほど言った黒河道ですけども、黒

河道の場所さえ知らない人がたくさんいます。

名前は聞いたことあるけども、どこから行く

んやろ、どこにあるのやろというのがほとん

どと思います。これでは本当に、先ほども言

ったように、宝の持ち腐れやな、もったいな

いなと、私はそう感じます。 

 細かいことは後ほどお聞きするとして、ま

ずはじめにお聞きしたいのは、本市の観光地

で１年間の経費はいくらぐらいあるのかとい

うことを、まず一点お聞きしたいと思います。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）経費がどれぐ

らいということですが、まず、行政が管理し

ている観光地と言えるものについて、やどり

温泉いやしの湯、それから、先ほど来お話が

ありました県立橋本体育館、運動公園等の文

化体育施設を対象としています。 

 まず、その中で観光地の経費ということで

いいますと、例えばですが、シティセールス

推進課で管理しておりますやどり温泉いやし

の湯を例に挙げて申し上げますと、令和２年

度の実績ですが、指定管理料、それから修繕

料などを併せて約1,723万円の管理経費を要

しています。指定管理料としましては450万円

ということになります。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）分かりました。それだ

けの経費がかかっているということですよね。 

 ここでもう一点お伺いしたいんですけども、

先ほど、はじめに言いました運動公園、県立

体育館、やっちょん広場の観光についてとい

うのは、どうも私、ぴんとこないんです。先

ほども言ったように、辞典でも調べたけど、

何かぴんとこないと。どうして今言ったとこ

ろが観光の中に入るのかなということを少し、

簡単でいいですから説明願えますか。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）運動公園関連

施設をなぜ観光施設に集約しているのかとい

うおただしだと思います。 

 統計的に、これまで、運動公園ができた段

階から統計上集約しているということで、数

に入れさせていただいています。これはほか

の市町村でも、同様の施設があれば対象に入

っているということでございます。 

 ちなみにですが、昨年、コロナ禍の中です

が、昨年１月から12月まで運動公園でどれだ

けの方が利用されているかと申し上げますと、

プールについてはコロナ禍において開場して

いませんでしたのでゼロでしたが、テニスコ

ートで２万8,735人、多目的グラウンドで１万

2,627人でした。 

 例年はどれぐらいの方が市外からお越しい

ただいているのかというところですが、プー

ルで市外からの方が約８割、それからテニス

コートで約２割、多目的グラウンドでは約

35％という、それぐらいの数字になっていま

す。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）私の聞きたかったのは、

先ほども言いましたように、本市の観光とい

う中で、体育館とか公園とか、やっちょん広

場とか等々が、これ観光になぜどうして入る

のか、なぜ入るのかということを私は聞きた

いんです。もう一度よろしいですか。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）先ほど統計上

というようなお話をさせていただいたんです

が、本来の言います観光地では確かにないと

思います。ただ、統計上、市外からたくさん
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の方が来ていただけるというところで、数字

に入れさせていただいています。 

 ただ、先ほど言いましたとおり、市外から

たくさん来ていただいている方がその施設を

利用して、単に帰っていただくということで

はなくて、その際に、来られた方にしっかり

と、市内にありますいろんな事業所等でお金

を落としていただくということの周知がまだ

まだ不足していると、そんなふうに感じてい

ます。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）要するに人が集まると

ころというふうに取ってもいいのかな、極端

に言えば。そういうふうに解釈させていただ

きます、今回は。 

 それでは、次に、コロナ禍がなかなか、ま

だまだ収まる気配がありませんけど、収まっ

た後はまた本市を訪れる人もたくさんいてる

と思うんです。そういう中で、やっぱり橋本

市を紹介するにあたっては、このように「は

しもとまん福なび」という立派なものがあり

ました。僕もこれあまり知らなかったんです

けども、本当にすばらしいです。これはシテ

ィセールス推進課が作ったんですかね。 

 それと観光ガイド、これも立派です。こう

いうのをもっとフルに利用してほしい、活用

してほしいということです。こういうすばら

しいものをどのように活用しているのかとい

うのをまずお聞きしたい。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、今ご紹

介いただきました「はしもとまん福なび」に

ついては、以前は橋本市観光協会がつくって

いたものを、増刷、それから改訂をしながら、

市内外から来られるお客さんに配布したり、

いろんな、道の駅等でも配布させていただい

ているところです。 

 「はしもとまん福なび」につきましては、

今、国民文化祭が控えているという状況の中

で、現段階で最新の情報に改訂させていただ

いて、９月末には5,000部を印刷させていただ

く予定をしています。県内外から来られるた

くさんの方に「はしもとまん福なび」を配布

させていただく予定です。 

 今後いろんな、地図情報等が不足している

のでないかとのおただしですけども、二次元

コードを活用して情報周知できるなど、され

ど紙媒体の必要性についてもまだまだあると

思いますので、対応していきたいと考えてい

ます。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）よく分かりました。 

 しかし、私としては、この「はしもとまん

福なび」、これはそれでいいと思いますけども、

できることでしたら、市内の各公民館等々に

置いてもらうのもよし、そして、ガイドブッ

ク、パンフレットについては、各最寄りの駅

とか各地域の観光資源のあるところにもやっ

ぱり置いていただいて、やはり多くの人に見

ていただくということが僕は大事じゃないの

かなと思うんです。 

 ですから、先ほども言いましたように、市

民の方でも、これだけのことがあるとは僕は

あんまり知らないと思います。そのためにも、

このパンフレットというのは私は非常に大切

なものだと私は感じます。こういうことで、

やはりできたら公民館、各最寄りの駅に置い

ていただいて、ああ、橋本市にはこういうと

ころがあるんやなということを知ってもらう

ことも僕は大事じゃないのかなと思うんです。

この辺について、部長はどう思われますか。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）先ほど来のお

話の中でも、橋本市民の方がまず橋本市にあ

るいろんな資産を知らない人が多いのではな

いかというおただしもありました。まさしく
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そのとおりでありまして、市公共施設等も含

めて、しっかりと配布をさせていただいて、

周知を図りたいと思います。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）よろしくお願いします。 

 さて、先ほどから何回も言っていますけど

も、やはり本市も観光について本腰を入れて

ほしいなというふうに思うわけです。そこで、

一つお話させていただきたいのが、橋本商工

会議所が恋野に５か年計画でチューリップま

つりというのをやってくれていますよね。毎

年２万のチューリップの球根を植えていると。

今でしたら３年目やから、６万になっている

のかな。 

 昨年はチューリップまつりはコロナの問題

でなかったんですけども、私は１回目も今年

も見せていただきました。１回目の２万株と

いうのは私も期待して行ったんですけども、

あれだけの広大な土地に、２万といっても何

とまあ寂しいなと思ったのは事実です、失礼

ですけど。 

 それで、今年見たチューリップまつりは、

時代もあって、大きなハートの形でと、やは

りそれなりの努力をしてくれていると思いま

す。そういう中であと２年、４年５年でその

５か年が終わるということですけども、私は

これ、この後どうするのかなというふうに感

じるわけです。 

 私はできることでしたらこの10万のチュー

リップを20万、30万にして、橋本市の年間行

事の一つとしてチューリップまつりというの

を大々的にやってほしいと思うんです。そう

いうことを私はお願いしたいというのが一点。 

 もう一点は世界遺産の黒河道。私は黒河道

を、市内の人、市外の人の参加を募って、世

界遺産黒河道を歩こうというのを年間の行事

の一つにしたらどうかなと、私はそう思うん

です。そうすることによって、場所を知って

いただくなり、どこにあるのかというのも分

かってくれると思います。 

 例えば、橋本市ではありませんけども、九

度山の町石道、あれも毎年、町石道を歩いて

います。私も十何年か前に１回参加させてい

ただきました。あのときは何人おったかとい

うのは頭にないんですけども、100人おったか

なというぐらいの、私これは確かではないん

ですが、あったんです。 

 けど、私も恥ずかしながら、もう花坂でリ

タイアしてしまいました。とてもあそこまで

行って、これからあと上はもうとてもとても

で、リタイアしたんですけども、それも今で

は900人ぐらいの人が参加してくれているん

です。大したものです。 

 そういうことによって、ですから、黒河道

も大勢の皆さんに、市民、また、市外の人に

歩いていただいて、知ってもらうということ

に私は意義があると思うんです。 

 ですから、言った二点について、今の私の

意見に対して、本市はどう考えているのかと

いうのをお聞きしたいと思います。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、恋野の

チューリップまつり、そちらについては橋本

商工会議所が中心になって取り組んでいただ

いています。 

 市としての対応ですが、助成等は行ってお

りませんが、様々な機会を通じて、こういっ

たチューリップまつり、それから、チューリ

ップとともに桜も楽しめるという、そういっ

たことも含めて情報発信をさせていただいて

います。 

 続いて、今年度、昨年度、開催されません

でしたが、同じ恋野地域にはあじさいまつり

もありますので、そういったことを引き続き

情報発信させていただいているところです。 

 それから、黒河道について、先ほど来、伊
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都橋本青少年団体連絡協議会が取り組んでい

る、いわゆる伊青連が、町石道登山、それに

ついてご紹介いただきましたが、本当にああ

いった取組が世界遺産に認められるというよ

うなところにもつながっていきました。黒河

道について、では、こぞって歩く事業がある

かというと、なかなかそういったところは現

段階では本当にございません。伊都地方観光

協議会、それからＤＭＯ等、関係者の皆さん

と十分話し合いながら取り組んでいきたいと、

そういうふうに考えています。 

 また、黒河道については民間の団体のほう

から、看板を設置させていただいたり椅子を

置いたりということができないかというよう

なこともご相談いただいているところです。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）結局、今、部長の答弁

を聞いていると、説明は分かりますけども、

私が今言った提案に対して、やってくれるの

か、やれないのか、できないのか、二つに一

つですよね。私それを聞きたいんです。 

 部長の一存ではしんどいかもわからないし、

ここは誰に聞こうかな、となれば、もう市長

しかいないですよね。お願いします。 

○議長（小林 弘君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）中本議員の質問にお答

えします。 

 まず、チューリップまつりについてですけ

ども、一応５年というふうな形になっている

ようですけども、一度、協議を商工会議所と

してみないと、引き続いてやってくれるのか。

ただ、あそこの本数を増やすとなると、もう

少し土壌改良もして土を軟らかくする必要も

あるかなというふうには思っていて、さらに、

20万本とかになると、土地を貸していただけ

るかどうか。圃場整備したところなので、そ

の辺の問題もあるかと思います。 

 その辺については、あそこもチューリップ

プラス桜ということで多くの観光客を誘致で

きると思いますし、そのときにお店なんかを

出してもらえたら、その地域で稼ぐことも、

土日だけでもええと思うんですけども、そう

いうものも含めて地域にお金を落とす仕組み

を考えていければなというふうに思っていま

す。 

 商工会議所としっかりこれから議論もしな

がら、このチューリップまつりを残していく

のか、また、新たなものに変えていくのかと

いう議論をさせていただきたいと思います。 

 もう一つ、黒河道につきましては、確かに

世界遺産なんですけども、非常に厳しい参道

を登っていくという問題も実はありまして、

あんまり素人の方が登っていくというのは非

常に難しいかなと。急峻なので、けがをした

ときの救急体制をどの程度取れるか。橋本だ

ったら橋本市消防本部という範囲の中で、消

防もここにというふうなことは考えてくれて

あるんですけど、そこから上になると、果た

してどのような対応ができるかというふうな

ものになってくると思います。 

 私が考えているのは、黒河道を通ってやど

り温泉に行く、あのルートを一つの観光の目

玉として市民の皆さんに歩いてもらう、他府

県から来た人に歩いてもらって、やどり温泉

でお風呂へ入ってもらって、休息して何か食

べてもらって、何でしたらやどり温泉から車

で橋本駅まで送るとか、そういうこともして

いけるのかなと。これはまた、やどり温泉の

西君と協議をしながら、定期的なイベントと

してやることも可能かなというふうには考え

ています。 

 観光も、うちの場合は歴史的な資源が多い

ものですから、なかなか、ＤＭＯでも一度、

歴史的な資源でやったことはあるんですけど、

やっぱりなかなかマニアックな人たちが、歴
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史に本当に興味を持っている人が来てくれる

んですけど、それ以外の人となると、やっぱ

り人数的に限られてくるという問題もありま

すので、アナログとデジタルをうまく活用し

ながら、アナログで来ていただける人には「は

しもとまん福なび」のようなものをうまく活

用しながらやっていけたらなと。 

 しばらくは両面でやっていくという、カタ

ログも大事にしますし、そういうふうに、中

本議員言われたように、どこかにきちっと置

いていくというふうにしていきたいと思って

います。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございまし

た。 

 私も後から言おうと思っていましたが、や

どり温泉、黒河道から、私もあそこから、や

どり温泉でお風呂へ入ってもらって、できれ

ば１泊してもらうとか、夏は１泊できるのか

な、そういうことを、お風呂へ入ってもらう

とか、そういうのもしてほしいなと思ってい

ましたし、チューリップまつりですけど、そ

れも商工会議所とお話ししていただきたいと

思いますけども、私も商工会議所と話をさせ

てもらったときには、一応５か年計画で、５

年過ぎればもうそれ終わりと。そうしたら、

別のまた観光に関してやっていきたいという

ことを言っていました。 

 それで、費用もやっぱり１年に200万円ほど

の予算を使っているということです。そして、

チューリップの球根代がだいたい80万円から

100万円ぐらいと。あとの100万円は土地の借

地料、耕作料、デザイン料等々で100万円ほど

と。その合計200万円もやはり、もちろん商工

会議所の予算から出ているのもあるし、そし

て、寄附等々も頂いて頑張っていただいてい

るということです。 

 ですから、その後については市長が今言わ

れたように、商工会議所の人とお話ししてい

ただいて、この10万を20万、30万にもしでき

るのであればしてほしいなということでお話

をしていただきたいというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 確かに、橋本市には観光資源というのは、

観光地とは確かに言えるものはないですけど

も、観光資源というのはたくさんあると思い

ます。今言われたものもあれば、新たに、真

土の万葉の里巡り、あの周りだけでも７か所

ほど見るところはあるし、隅田駅から下兵庫

までの間にはかなり見るところがあると思い

ます。そして、高野口では「大正浪漫薫るま

ち高野口」というのかな、葛城館から前田邸、

ずっと回っていただいたら、やはりこれも宣

伝になるということ。いろいろ僕はあると思

うんですよね。 

 だから、そういう意味で前向きに取り組ん

でいってほしいなということだけ要望して、

この質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）次に、質問項目２、い

きいきルームに対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（土井加奈子君）登壇〕 

○健康福祉部長（土井加奈子君）いきいきル

ームについてお答えします。 

 本市では、若い頃から運動習慣を身につけ、

生活習慣病予防から介護予防に至るまで切れ

目なく取り組める機会を提供するため、いき

いきルームを開設しています。 

 平成25年に開設し、これまでに4,270人の方

が登録されています。毎年多くの方に利用し

ていただいていますが、令和２年３月、新型

コロナウイルス感染症の蔓延防止のため、令

和２年６月まで４か月間休館し、７月以降は

事前予約制の２時間入替え制として、利用人

数を制限しながら再開しています。 

 再開後は、利用者の健康チェック、いきい
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きルーム内の運動機器の消毒など、徹底した

感染対策を行っています。さらに、感染力の

強いデルタ株の流行に伴い、本年８月20日か

らいきいきルームの１回当たりの利用人数を、

15人からさらに人数制限を設け、10人にして

感染対策を強化しています。 

 現在、コロナ禍の中で、県内の感染状況に

応じて利用人数に幅を持たせながら運営して

いますが、コロナが収束した際には人数制限

を緩和し、予約なしでも利用できるようにで

きればと考えています。 

 いきいきルームの利用については、理学療

法士が個々のニーズに合わせた自主トレーニ

ングを指導し、鍛えたい筋肉を正しく鍛える

ことができるよう、利用者からの相談に応じ

ています。利用者からは度々喜びの声が寄せ

られています。 

 一例を挙げますと、70歳代の女性は「コロ

ナ禍になり自宅に閉じ籠もっていましたが、

４月からいきいきルームに通い始め、スタッ

フの指導により、ふらふらしていた歩行姿が

安定し、バランスもよくなりフレイル予防に

つながっている」という声を頂きました。 

 このような体験の声を聞かせていただいて

いることから、引き続き、リハビリテーショ

ン専門職による相談や個々の身体状況に応じ

た指導を通じて、介護予防につながるだけで

なく、市民の方の交流の場、通いの場づくり

の推進を図っていきたいと考えています。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君、再質問

ありますか。 

 15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございまし

た。 

 確かに、私も思うんですけど、いきいきル

ームというのは本当にいい施設だなと思いま

す。私もしょっちゅうあの前は通りますので、

私の友達も行っていますので、よく中に入っ

て、理学療法士の人とか責任者とお話するん

やけども、本当にあの施設はいいなと思う。 

 しかし、コロナ禍ということもあるんです

けども、利用したくてもできないという人が

本当に多いということ。そういう中で、利用

者の皆さんから、何とか１回でも利用できな

いのかなと。しかし、今は予約制で、もうだ

いたい見ていましたら、もう顔ぶれというの

はそう変わらないかなというふうに、新しい

人というのはほとんどいないと思います。だ

いたい顔ぶれというのは同じようなんじゃな

いのかなと思うんです。 

 そういう中で、いきいきルームのだいたい

の年間の利用者というのか、だいたい何人ぐ

らいいてるのかというのをまずお伺いしたい

と思います。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）１年間の利

用者数を年度ごとにお答えさせていただきま

す。令和２年度は6,177人、令和元年度は１万

5,936人、平成30年度は１万8,222人、平成29

年度は１万8,994人、平成28年度は１万7,418

人となっています。 

 令和２年３月の１か月間とそれから令和２

年４月から６月の３か月間、休館をしており

ましたので、コロナの関係で人数が少し減っ

ております。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）今の答弁を聞いていま

しても、かなりの人が利用しているというこ

とですよね。令和２年度はコロナ禍という問

題で、この数字は別にして、だいたいあとの

４年間は、今聞いていましたら、だいたい平

均したら１万8,000人弱かな、それだけの方が

利用しているということですよね。 

 しかし、現在はといいますと、現在は月水

金が２時間10人で２回。１日２回ですね。火

木土が２時間10人で３回ということで、本当
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に少ないなと思います。しかし、これもコロ

ナ禍という中で仕方のないことです。 

 そこで私は、１人でも多くの人に利用して

もらえるようになるために何かいい方法はな

いのかなと考えたことについて、提案という

ほどでもありませんけども、ちょっとお話し

したいんですけども、今これ月水金は２時間

で２回やっています。１日２回。これで４時

間ですよね。火木土は３回ということで６時

間。 

 これを１時間半にすれば、月水金が、30分

オーバーしますけど、これも休憩等で何とか

すれば僕は何とかなると思うので、月水金を

１時間半の３回にすれば、その分10人分が増

えるということですよね。これが週３回だか

ら30人。そして、火木土は３回を４回にすれ

ば40人利用できるということです。というこ

とは１週間で60人が、今の定員10人やから、

計算すると１週間で60人が利用できるという

ことです。これだけでも利用者にとってはや

はり大きいんじゃないのかなと思うんです。 

 やはり利用者にしては、このコロナ禍の中

で外へ行くこともなく、その中で、やはりこ

のいきいきルームに行くというのは本当に楽

しみにしていると思うし、自分の健康管理、

体力強化、健康寿命の延伸ということ等々を

考えたら、僕は非常にいい施設だと本当に、

何回も言いますけども、思います。 

 だから、こういうことの中で、私が今提案

した、時間を30分下げて１時間半でやってい

けば、それだけの人が利用できるということ

について、いかがなものかなと。これぜひと

もやってほしいなと思うんですが、いかがな

ものでしょうか。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）コロナ禍の

影響を受けるまでは時間制限などを設けず、

フリーで来ていただいてトレーニングしてい

ただいて帰っていただくというような方法だ

ったんですけれども、やはりコロナ禍の中、

４か月休館しまして、それを再開させていた

だいたときに、一定、１クールを２時間とし

て間に休憩30分を挟んで、今、議員おただし

のとおり少ない回数となってしまいました。 

 それで今まで運用してきていたんですけど、

今、議員からのお話も頂いた中で、トレーニ

ングを担当していただいている委託先のほう

とも協議させていただきまして、やはりトレ

ーニングをしている状況を見ていますと、１

時間半ぐらいでトレーニング自体は完了する

と。それから、30分かかっていた機器の消毒

などにつきましても、一定慣れも出てきまし

たし、順序よくできるということで、15分ぐ

らいで休憩は大丈夫だろうということで、月

水金の２回については３回に、それから火木

土の３回については４回にということで、今

後、前向きに進めていけるよう協議を、でき

るだけ早くそういうふうに取り組めるように

協議を進めていきたいと思っております。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）ありがとうございます。

そういう声を私は待っていたんですが、決し

て無理なことを言っていませんから、これは

筋の通った話やから、してもらえるんじゃな

いのかなという期待はしていましたけども、

何とかやろうという気持ちを頂きましたので、

私はそれでいいと思います。 

 ただ、先ほど言うのを忘れましたけども、

今、いきいきルームは月曜日から土曜日まで

の６日間やっていますよね。ということは、

日曜日は外して、そして、祝日16日を引いた

ら、年間約300日ぐらい開館してくれていると

いうことです。ということはだいたい、先ほ

ど計算したら55人から60人程度が今まででし

たらやっていただいて、それが今は20人、25

人ぐらいしかできていないということで、半
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分以下ということですよね。そういうことを

すればやはり大きな問題です。大きなことで

すので、ぜひとも、できればいっときも早く、

ということは、もうこの10月からでもできる

ものであればしてあげてほしいということを

要望しておきたいと思います。 

 この問題が過ぎたら、もうこれが私言いた

かった一番の問題なので、あとまだあるんで

すけども、こんな後で、もう一点だけ、時間

がまだありますのでお伺いしたいと思います。 

 といいますのは、今、いきいきルームの和

室、ストレッチの部屋をずっと閉めたままで

すよね。それで私は、去年までは、４か月か

な、休館したということがありましたよね。

そのとき78万円ほどの減額となっております。

ですから、今の和室、ストレッチしている和

室の部屋もずっと今閉めたままやから、いく

らかの減額でもなれへんかなというふうに、

細かい話やけども、そう思うんです。そうい

う話合いもできないのかどうかというのだけ、

お伺いします。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）和室でのト

レーニング、ストレッチというのは、確かに

コロナの感染症の関係で今のところ休止して

いる状況です。感染状況によりまして、一刻

も早くまた再開させていただきたいところで

す。 

 議員おただしの減額のことについてなんで

すけれども、このストレッチにつきましては、

ストレッチに代わるトレーニングをまた別の

方法で理学療法士のほうが考えてくださって

います。それは通常のトレーニングルーム内

で行ってくれていますし、また、今、新しい

トレーニングなどについても開発というか考

えてくださっているようですので、今、和室

ではストレッチができないんですけども、そ

れに代わるトレーニングは行っていただいて

いますので、減額の対象とはさせていただか

ない予定でございます。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君。 

○15番（中本正人君）よく分かりました。確

かに今の話では、和室のストレッチのあそこ

は閉めていますけど、別のメニューをやって

くれているということですよね。ですから、

減額の対象にはならないということで、よく

分かりました。 

 今回の１項目、２項目についても、私なり

に十分満足できる答弁を頂いたと思いますの

で、今回は気持ちよくこれで終わりたいと思

います。ありがとうございました。 

○議長（小林 弘君）15番 中本君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（小林 弘君）これにて一般質問を終

結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午前10時53分 散会） 

   


